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東北大学高等大学院機構 Advanced Graduate School 

運営専門委員会

大学院改革推進センター
Center for Graduate School Innovation

挑戦的研究プログラムユニット

運営委員会機構長

学位プログラム
Graduate Degree Programs

学際高等研究教育院
Division for Interdisciplinary Advanced 
Research and Education

国際共同大学院プログラム部門
International Joint Graduate Programs

産学共創大学院プログラム部門
Academia-Industry Collaborating 
Graduate Programs

博士学生フェローシップ

挑戦的研究支援プロジェクト

リーディングプログラム部門
Leading Graduate School Programs

博士人材育成ユニット
（PhDC)

-博士リテラシーの基礎
-キャリアセミナー
-ジョブフェア
-PhDC交流会/就活体験談
-博士インターンシップ研修
-PhDCインフォメーションサービス

-学生選抜
-研究支援
-業績管理
-研修プログラム
-全体交流会
-親睦会 (TBD)
-アンケート調査
-フォローアップ



博士後期課程における経済的支援
①学位プログラム

国際共同大学院、産学共創大学院、リーディング大学院、

学際高等研究教育院・・・ＲＡ雇用、海外渡航費、インターンシッ
プ旅費、教育研究支援費ほか

②グローバル萩奨学金制度
博士後期課程学生に、年額６０万円×３年間 支給（返済不要）

③授業料免除制度
授業料全額、半額、 ２／３額、 １／３額を免除。世帯の経済状

態を考慮。令和４年度から世帯状況のみではなく、優秀者に対
する免除も追加。

④研究科でのＴＡ・ＲＡ雇用
学生指導補助に対する報酬。教育指導力の育成

⑤日本学術振興会 特別研究員 ＤＣ１・ＤＣ２
優れた研究能力を有する学生への支援。
月額２０万円を、ＤＣ１は３年間、ＤＣ２は２年間補助。

⑥日本学生支援機構 貸与奨学金 免除
第一種奨学金を貸与した学生のうち、成績優秀者への返還免
除制度。

⑦各種民間等 奨学金制度
民間団体、地方公共団体などの奨学金制度。

学
内
制
度

学
外
制
度

R4年度から博士を志すM2にも対象を拡大
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令和3年度より

博士学生フェ
ローシップ

・
挑戦的研究支援
プロジェクト

による
経済支援、
研究支援制度
開始



博士学生向け支援事業
制度名 博士学生フェローシップ／挑戦的研究支援プロジェクト

対象学生 D1 から D3 

社会人学生 受給可能  （収入制限あり：180万円）

開始時期と
実施期間

2021年度開始

支援金額
○生活費支援：月額 18 万円 （年額 216万円）
●研究費支援：年額 34 万円

支援人数
【全研究科：871名】 （2023年度支援実績）

【うち工学研究科：２００名強】
※本学における博士学生数：約2700名

年齢制限 制 限 無 し

受給制限
(JASSO奨学金) 日本学生支援機構(JASSO)の奨学金（貸与）との併給可能
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2024年度より新規支援制度が開始予定

優れた学生
にはさらに
増額

（両制度の詳しい内容や募集方法についてはＨＰ参照）



研究費の追加支援／博士学生への積極的な展開

１）英文校閲費にかかる経費支援（上限15万円）
研究費支援体制の構築（2023年度支援事例）

◯申請書類の提出や結果通知を完全オンライン化
◯迅速な審査と目的別の研究費支援枠

学生の意欲的な研究活動と
円滑な成果発表を支援

・国際ジャーナルへ投稿するために必要な英文校閲費を支援。

→ 申請受理しだい審査・採択決定を行う体制を整えてお
り、申請から採択まで約1週間の迅速な支援を実施。

２）国際会議出張経費支援 （上限40万円）
・国際会議発表参加にかかる海外旅費を支援。

→ 英語による研究発表力・国際コミュニケーション力の
強化のため学生の積極的な発表参加を支援している。

３）研究費追加配分支援  （上限100万円）
・学生の挑戦的かつ優れた研究提案について追加支援。

→ 分野を問わず応募可能とし、学生の研究計画申請書の
提案に基づき厳正なる審査を行い、優れた研究提案に
対して支援している。
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※2023年度時点では、2および3は挑戦的研究支援プロジェクト採用者のみ対象

（工学・D1）Googleフォームでの申請が手間がかからずよかったです。
メールでの問い合わせも丁寧にご対応いただき、非常に助かりました。

（薬学・D4）英文校閲にかかる経費を支援していただきありがとうござ
います。申請から採択結果の報告まで期間が短かったのが助かりました。

（情報科学・D3） I really appreciate this support as students can 
get proofreading without financial burdens and stress.

採択学生の声

（工学・D3） I am very grateful that the university can support 
with funds to allow me to participate in International conference.

（理学・D2）国際会議に参加するための費用が高く参加できないと思っ
ていましたが、この旅費支援のおかげで参加でき、とてもよかったです。

（生命科学・D2）旅費支援のおかげで、国際学会で口頭発表という貴重
な経験ができました。本当にありがとうございました。

（工学・D2）国際学会や講習会への参加が可能となり，国内外の研究者
との議論や交流を深めることができた．

（農学・D2）実験で使用する動物の飼育費および購入費が高額であった
が、構想していた実験計画を立ち上げることができた。公募時期を早め
てもらえると実験計画が立てやすくなると思う。

（生命科学・D1）研究費追加配分支援により、早期に追加実験を行うこ
とで融合的な実験、考察が可能になりました。その結果、当初予定して
いた研究計画に比べ、スピーディーに、そしてより真実に迫る実験を行
うことができました。

※2022年度実施時の感想



学生への周知／スキル開発

１）トランスファラブルスキル研修［必修科目］
本学独自のオンデマンド教材の作成
「研究者能力開発フレームワーク（RDF）」
自身の体験を振り返る事で自己能力診断を促すワークシート
トランスファラブルスキルの再発見

高等大学院研修プログラム

トランスファラブルスキル（Transferable Skills）とは；
『応用可能なスキル』とも言われ、研究面だけでなく、ビジネス面
でも有効に活用できるスキルを身につけることが重要とされている。
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学生説明会・交流会開催
支援学生全体交流会 （6/21@オンライン）
教員4名による博士研究の重要性、支援制度概要、
キャリア構築、採用学生の義務事項、について。

学部・修士学生向け
・センター主催による説明会の実施
・現役博士学生の体験談／交流会実施



研究支援・英語論文執筆／発表
２）論文執筆セミナーシリーズ （ウェビナー計4回実施）
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1. Academic Technical Writing Seminar (6/9)
2. Scientific Presentation Seminar (6/30)

3.  学術論文執筆で知っておきたいこと (7/10)
4.  戦略的な学術論文投稿準備 (7/14)

英文校閲のプロ（英語ネイティブ）による
オンラインセミナー2回（オンデマンド視聴有）

英語論文執筆および英語プレゼンにおけるネイティブ目線での注意点

大手学術出版社による出版社目線からの
オンラインセミナー2回（オンデマンド視聴有）

大手学術出版社による国際論文投稿・査読へ向けた準備と心構え、アクセプトへのヒント



学際的な知識・スキル修得支援
その他）専門分野以外の多様なセミナー情報の提供

スキル習得や幅広い知識を！

自然言語処理と校正ツール
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材料技術と医療開発 国際関係 医療とコロナ

英語プレゼン
英語執筆テクニック



博士学生のためのキャリア開発支援

・「研究力＋α」の「α = Transferable skillsの一部」を鍛える
・博士号を取得してからの進路を一緒に考える
・希望の進路を手にするためのプロセスを支援する
・分野を越えた交流の場を提供する
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PhDCの機能

博士のためのインターンシップセミナー
＠オンデマンド

博士学生のキャリアセミナー＠オンデマンド

就職内定した博士学生との交流（対面）

ジョブ型インターンシップへの
参加方法や進め方（オンライン）

民間企業との交流、
自身の研究をアピールする場（対面）

博士課程卒業後の就職支援



a) 大学（学部）に入学するより前

b) 学部1年生のころ

c) 学部2年生のころ

d) 学部3年生のころ

e) 学部4年生のころ

f) 修士1年の前期：4月～9月頃

g) 修士1年の後期：10月～翌3月頃

h) 修士2年の前期：4月～9月頃

i) 修士2年の後期：10月～翌3月頃

j) 社会人時代のころ（一度就職し、その後博士進学を希望）

k) 覚えていない・分からない

2023年7月支援制度採用学生へのアンケート調査 10

図1. 博士後期課程への進学を
意識し始めた時期 （工学研究科）

図2. 博士後期課程への進学を
決意した時期 （工学研究科）

学部以前
(30%)

修士1年
(45%)

修士2年
(20%)

学部以前
(16%)

修士1年
(38%)

修士2年
(34%)

34%

25%
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12%
1) 自身の研究を続けたかった・さらに発展させたかったから
2) 専門分野の知識をより深めたかったから
3) 自身の今後のキャリア構築において博士号（PhD）が必要だったから
4) 大学や研究機関等の研究職・教育職に就きたかったから

5) 博士進学に際して経済的支援が受けられる可能性があったから

6) その他

図3. 実際に博士後期課程へ進学した最大の理由
（工学研究科）

１
研究によって得た幅広い知識や世界を
見渡す視野を活かして、将来の選択肢
を広げられる

２ 自身が興味のある研究を続けられる・
研究に集中できる

３
高い専門性や研究スキルを有している
とみなされ、研究機関等の研究者にな
れる

表1. 現役博士学生が修士・学部生へアピールし
たい博士進学をするメリットTOP３（全研究科）

1) 自身の研究分野以外の幅広い教養・学際知識
2) 高度な日本語運用能力

3) 高度な英語運用能力
4) 高度な外国語運用能力（英語・母国語以外の言語）

5) プログラミング、データベース、ネットワーク等の情報処理…
6) データサイエンス（数理統計学、AI・機械学習等）に関する…
7) プロジェクトマネジメント能力（課題解決力・リーダーシッ…
8) コミュニケーション能力全般（スピーキング、リスニング、…

9) 国家資格等の取得につながる知識・能力
10) キャリア形成につながる民間企業・国際機関でのインター…

11) その他
12) 特にない【自身の専門分野に関する研究力の向上のみに集…

0 10 20 30 40
図4. 博士学生の間に伸ばしたいスキル・技術

No.1 高度な英語運用能力の習得
No.2 幅広い教養／多角的視野
No.3 コミュニケーション力の向上



博士学生支援・キャリア形成関連ウェブサイト

東北大学・高等大学院機構HP

学位プログラム群の詳細

・国際共同大学院プログラム
・リーディング大学院プログラム
・産学共創大学院プログラム
・学際高等研究教育院

大学院改革推進センターの詳細

・各種支援制度の内容
・各種セミナー等の情報
・大学院共通科目の情報
・パンフレット、説明会動画等のリンク

https://pgd.tohoku.ac.jp
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博士人材育成ユニット（PhDC）
・博士学生のキャリア支援全般

学内博士進学説明会（オンデマンド）
2023年2月実施版

要チェック!!
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